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子どもたちが楽しみにしていた 夏休みが始まります。

これまで、子どもたちは「古道小最後の年だから」と、６年生を中心

に、たくさんの事にチャレンジし、大変よく頑張りました。

その成果については、７／１５の学級懇談会でも担任から説明があったことと思います。

個別の状況については、夏休み中の個別懇談にてご確認いただき、夏休み中・夏休み後に、よりよい

成長ができるよう、担任と保護者が連携しながら子どもたちに関われるようお願いします。

７／１１の全校集会では、イチロー、本田圭佑、石川遼、柳原可奈子といった有名人の小学校時代の

卒業文集を紹介しました。そこで、

「これらの文集で共通していることは何か？」

と子どもたちに投げかけ、考えさせながら、「具体的な目標をたて、それを達成するために継続して努

力をすること」の大切さについて話しました。

さて、夏休みは目標をたて、それを実現するために継続して努力する絶好の機会です。

具体的な目標をたて、それを実現する成功体験を通して、自信や自己肯定感を高めることにつなげ

ていって欲しいと思います。

また、夏休みは屋外で過ごすことも多くなる期間です。それだけに、危険と隣り合わせとなる瞬間

も予想されますので、学校よりお知らせします「夏休みの過ごし方」等の指導資料を親子で是非ご覧

いただき、話し合って頂ければと思います。

更には、交通事故、水の事故、そのほかの様々な事故に対して、「自分の大切な命を守る」意識と行

動力を育てるまたとない機会と捉え、安全・安心な生活を過ごすよう心がけていただきたいと思います。

夏休み明けには、また元気で明るい「古道小の子どもたち」に会えることを強く願っています。

７／１５は、小雨降る少し肌寒い気温の中、子どもたちの水泳記録会の応援ありがとうございました。

皆様のあたたかいご声援のおかげで、いつもよりも子どもたちはがんばることが出来ました。タイム

や距離を伸ばす子がたくさん見られました。ありがとうございました。

また、給食試食会では、お家の方と一緒に食べていたからか、時間内に残さず食べる子がほとんどだった

ようです。会話もいつもより弾んでいたように思えます。子どもたちもうれしかったのでしょうね。



７／１５の授業参観では、各学年の授業を参観していただき

ありがとうございました。出席率も９８％と、保護者のほとん

どの方にお出でいただきました。ありがとうございました。

授業参観後は、今年も「アインシュタインラボ」の方による楽しい

サイエンスショーを教養委員会主催で行いました。

液体窒素やレーザーを使った楽しいサイエンスショーで、子どもた

ちは大興奮でした。特に、レーザー光線を使って絵を描く実験では、

大人も子どもも一緒になって取り組む姿に、ラボの北原先生も感心し

ていました。古道小の良さが伺えた瞬間でもありました。

６年生は昨年度から、地域の特産品を開発し、都路をもっと盛り上げようと「キュウリジャム」の開

発に取り組んでいます。

すずらん農園で収穫したキュウリを使って、復興応援隊の方々に滝根町の「福福堂」さんにつないで

もらい、ジャムとして商品化するためにアドバイスを頂き、改良に改良を重ねてきました。そしてこの度、

８／６に実施される「みやこじ灯まつり」にて、泰平食堂さん（クレープ）、商工会青年部さん（ヨーグルト）、大富久屋さん

（かき氷）、愛都路の会さん（キュウリジャムフランスパン）にご協力頂いてキュウリジャムを使った商品を売り出してもら

えることになりました。

子どもたち自身で製品化し、参加交渉、販売依頼まで行ってきた

ものです。是非、「みやこじ灯まつり」にて、子どもたちの開発し

た「キュウリジャム」コラボ商品を味わって頂けたら幸いです。

FCT・読売新聞の取材も受けました
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６年生作成のパンフレット


